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1２１ 
平
成
二
十
年
は
、
将
来
現
代
能
楽
史
を
振
り
返
っ
た
と
き
に
は
一
つ
の
節
目
の
年
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
年
に
は
、
い
く
つ
か
の
能
楽
堂
や
演
能
団
体
が
開
場
・
設
立
の
区
切
り
と
な
る
記
念
の
年
を
迎
え
、
年
末
に
は
、
戦
前
か
ら
活
躍
さ
れ
能
界
の
重
鎮
で
あ
っ
た
笛
方
一
噌
流
の
藤
田
大
五
郎
氏
が
逝
去
さ
れ
た
。
先
人
の
思
い
出
や
功
績
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
能
楽
堂
や
団
体
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
や
成
果
を
記
録
保
存
し
て
未
来
へ
と
伝
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
能
楽
の
今
後
を
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
も
き
て
い
る
。
ｎ
月
に
は
ユ
ネ
ス
コ
（
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
）
の
無
形
文
化
遺
産
条
約
（
平
成
旧
年
発
効
）
に
関
す
る
会
議
が
開
か
れ
た
。
そ
の
会
議
に
お
い
て
、
能
楽
は
、
歌
舞
伎
・
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
や
世
界
の
伝
統
芸
能
・
民
族
儀
礼
な
ど
九
十
件
と
共
に
、
「
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
」
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。
社
会
一
般
で
は
、
平
成
囮
年
に能楽がユネスコの「人類の口承及び無形遺産に関する傑作
の宣一一一一巳を受けた際ほど話題にならなかったようであるが、
は
じ
め
に ヒヒ台日
界
展
望
（
平
成
二
十
年
）
今
回
の
登
録
に
よ
り
能
楽
は
世
界
を
代
表
す
る
無
形
文
化
遺
産
と
し
て
認
め
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
日
本
政
府
に
は
能
楽
を
保
護
す
る
義
務
も
生
じ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
現
代
の
能
界
に
後
継
者
や
観
客
、
稽
古
人
口
と
い
っ
た
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
は
、
変
化
が
早
く
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
多
様
化
し
た
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
な
か
な
か
根
本
的
な
解
決
策
を
出
し
に
く
い
問
題
で
も
あ
る
。
し
か
し
能
楽
に
関
わ
る
者
が
、
摩
擦
や
痛
み
を
伴
い
つ
つ
も
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
向
き
合
い
、
現
代
に
生
き
る
古
典
芸
能
と
し
て
の
あ
り
方
を
模
索
し
続
け
る
の
か
。
ま
た
は
先
に
触
れ
た
ユ
ネ
ス
コ
の
条
約
の
よ
う
な
動
き
に
頼
り
き
っ
て
、
伝
統
と
い
う
言
葉
の
み
を
掲
げ
、
能
楽
を
ま
っ
た
く
保
護
さ
れ
る
べ
き
芸
能
に
し
て
し
ま
う
の
か
。
能
楽
の
あ
り
さ
ま
が
変
化
し
て
い
く
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
迎
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
本
稿
で
は
す
べ
て
の
催
し
を
と
り
上
げ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
敬
称
は
一
部
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
は
じ
め
に
お
断
り
し
ておく。
中
司
由
起
子
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さ
ま
ざ
ま
な
催
し
【記念能】
前
述
し
た
よ
う
に
本
年
は
五
周
年
、
十
周
年
な
ど
節
目
を
迎
え
る
能
楽
堂
や
団
体
が
い
く
つ
も
あ
り
、
そ
れ
を
祝
う
記
念
の
能
の
会
が
数
多
く
催
さ
れ
た
。
以
下
に
、
主
な
記
念
会
を
開
催
順
に
列
挙
す
る
が
、
と
く
に
国
立
能
楽
堂
開
場
二
十
五
周
年
、
京
都
観
世
会
館
五
十
周
年
、
観
世
九
皐
会
百
周
年
と
い
っ
た
十
年
以
上
の
節
目
を
迎
え
る
能
楽
堂
や
団
体
が
多
い
の
も
本
年
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
よ
う
な
長
い
歴
史
を
持
つ
と
こ
ろ
で
は
、
設
立
の
経
緯
や
実
状
な
ど
を
記
録
と
し
て
残
し
、
そ
れ
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
単
に
祝
賀
記
念
能
を
催
し
て
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
流
れ
を
省
み
て
問
題
点
や
課
題
を
ふ
ま
え
、
次
回
の
記
念
の
年
へ
と
つ
な
が
る
展
望
を
見
据
え
て
い
く
こ
と
が
歴
史
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろうか。
◎
山
本
能
楽
堂
八
十
周
年
記
念
公
演
５月別日。山本能楽堂。〈翁〉山本章弘・〈二人静・立出之一
声〉波多野晋．〈猩々乱・双之舞〉梅若六郎ほか。大阪の山本
能
楽
堂
は
、
昭
和
２
年
二
九
二
七
）
に
初
代
山
本
博
之
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
、
戦
災
に
よ
り
焼
失
す
る
も
昭
和
茄
年
に
再
建
さ
れ
た
。
平
成
旧
年
に
は
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。
◎
梅
若
研
能
会
設
立
八
十
周
年
記
念
「
橘
香
会
」
６月７日。国立能楽堂。〈道成寺・無蹟之崩〉梅若万三郎ほか。
◎
金
剛
能
楽
堂
会
館
五
周
年
記
念
能
６月別日。金剛能楽堂。〈安宅延年瀧流〉金剛永謹・〈乱〉金
剛
龍
謹
ほ
か
。
金
剛
能
楽
堂
は
平
成
巧
年
に
中
京
区
菊
水
鉾
町
か
ら
、
上
京
区
の
京
都
御
所
の
西
向
か
い
の
現
在
の
地
に
移
築
さ
れ
た
。
◎
国
立
能
楽
堂
開
場
二
十
五
周
年
記
念
公
演
は
９
月
に
お
こ
な
わ
れ
、
番
組
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
３
日〈翁〉観世清和・〈絵馬〉観世鏡之丞・〈末広かり〉野村萬・
〈湯谷三段之舞〉香川靖嗣、咀日〈大原御幸〉近藤乾之助・
〈蜘盗人〉井上菊次郎・〈泰山府君〉金剛永謹、咀日〈高砂翁
ナシ・八段之舞〉梅若六郎・〈夷毘沙門〉大蔵吉次郎・〈舟弁慶
遊女ノ舞・替ノ出〉本田光洋、凹日〈川上〉野村万作・〈三輪
神遊〉友枝昭世、別日〈福の神〉茂山千作・〈武悪〉三宅右近・
素騨子〈獅子〉・〈唐相撲〉茂山忠三郎。記念公演と国立能楽堂
の事業をめぐっては、「能楽タイムズ」９月号に対談（馬場あ
き
子
氏
・
織
田
紘
二
氏
）
、
『
観
世
』
８
月
号
に
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
理
事
長
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
「
新
能
楽
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
別
～
駆
号
に
評
談
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
見
る
に
国
立
能
楽
堂
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
節
目
の
周
年
を
迎
え
る
た
び
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
多
様
な
意
見
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
昨
今
は
国
の
厳
し
い
財
政
も
あ
り
、
事
業
の
内
容
と
成
果
に
つ
い
て
も
シ
ビ
ア
な
視
線
が
注
が
れ
て
い
る
。
次
の
三
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
た
と
き
、
現
在
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
問
題
点
や
課
題
な
ど
に
、
な
ん
ら
か
の
回
答
や
変
化
が
あ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
◎
京
都
観
世
会
館
建
設
五
十
周
年
五
十
周
年
の
記
念
能
会
に
先
立
つ
６
月
Ⅳ
日
に
、
社
団
法
人
京
都
観
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世
会
の
人
事
の
異
動
が
発
表
さ
れ
た
。
会
長
の
片
山
九
郎
右
衛
門
氏
が
退
任
し
、
後
任
に
片
山
清
司
氏
が
就
任
し
た
。
長
老
か
ら
若
手
へ
世
代
交
代
を
し
た
の
で
あ
る
が
、
如
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
記
念
能
会
で
も
、
若
手
と
ベ
テ
ラ
ン
の
組
み
合
わ
せ
を
意
識
し
た
番
組
と
な
っ
て
い
る
。
四日は〈翁父尉延命冠者〉片山清司・〈高砂八段之舞〉浦田
保親．〈末広かり〉茂山忠三郎・〈松風〉林喜右衛門・〈望月
古式〉橋本擴三郎、別日は〈清経恋之音取〉武田邦弘・〈羽衣
彩色之伝〉片山伸吾・〈酢薑〉茂山千作・〈大原御幸〉井上裕
久
・
〈
恋
重
荷
〉
大
江
又
三
郎
。
「
観
世
』
、
月
号
に
、
片
山
九
郎
右
衛
門
氏
が建設当時の思い出を語った記事が掲載された。
◎
豊
田
市
能
楽
堂
会
館
十
周
年
、月妬日〈口真似〉茂山七五三・〈松風見留〉観世清和、ｎ
月６日〈文蔵〉野村万蔵・〈船弁慶真之伝〉友枝昭世。豊田市
能
楽
堂
は
、
平
成
ｎ
年
ｎ
月
に
豊
田
参
合
館
と
し
て
開
館
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
な
ど
を
併
設
す
る
。
開
館
以
来
、
体
験
講
座
や
「
能
狂
言
が
も
っ
と
面
白
く
な
る
講
座
」
等
の
企
画
を
通
し
て
、
能
楽
の
普
及
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
記
念
出
版
に
、
こ
れ
ま
で
に
催
さ
れ
た
講
座
を
筆
録
し
た
『
能
狂
言
が
見
た
く
な
る
講
座
十
撰
」
が
刊
行
さ
れ
て
い
る。◎り
ゅ
－
と
ぴ
あ
新
潟
市
民
芸
術
文
化
会
館
開
館
十
周
年
ｎ月皿日の秋の能楽鑑賞会で〈道成寺〉（山階彌右衛門）が
上
演
さ
れ
た
。
新
潟
市
芸
術
文
化
振
興
会
の
運
営
す
る
会
館
で
、
能
楽
堂
を
併
設
し
て
い
る
。
◎
観
世
九
皐
会
百
周
年
九
皐
会
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
矢
来
能
楽
堂
再
建
五
十
周
年
を
迎
え
た
平
成
ｕ
年
に
刊
行
の
『
観
世
九
皐
会
の
歩
み
」
が
く
わ
し
い
。
こ
れ
に
掲
載
さ
れ
る
年
表
で
は
、
九
皐
会
の
名
称
は
、
明
治
ｎ
年
二
九
○
八
）
年
に
文
献
上
に
見
え
る
の
を
も
っ
て
初
出
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
九
皐
会
と
し
て
素
謡
会
を
催
し
て
い
た
と
の
指
摘
も
あ
る
。
今
回
の
記
念
特
別
公
演
で
配
布
さ
れ
た
『
観
世
九
皐
会
百
周
年
」
に
は
、
明
治
釦
年
３
月
号
の
雑
誌
『
能
楽
」
に
見
え
る
記
事
が
初
出
で
あ
る
と
の説が示されており（「百年を超える九皐会の歩み」表章）、
実
際
に
は
百
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
会
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
年
度
の
記
念
会
は
、
昭
和
娚
年
に
行
わ
れ
た
六
十
周
年
記
念
を
基
準
に
し
て
催
さ
れ
た
。
記
念
特
別
公
演
は
、
ｎ
月
別
日
に
国
立
能
楽
堂
で
、
第
一
部
〈
翁
〉
観
世
喜
之
・
〈
養
老
水
波
ノ
伝
〉
・
〈
正
尊
起
請
文
・
翔
入〉駒瀬直也、第二部〈羽衣彩色ノ伝〉弘田裕一・〈百万法
楽ノ舞〉五木田三郎・〈鷺〉遠藤六郎で上演され、さらに例会
と
は
別
に
数
回
の
記
念
公
演
も
催
さ
れ
た
。
「
能
楽
タ
イ
ム
ズ
」
１
月
号
に
観
世
喜
之
氏
と
山
崎
有
一
郎
氏
、
ｎ
月
号
に
観
世
喜
正
氏
と
羽
田
昶氏の対談が掲載。
◎
代
々
木
果
暹
会
十
周
年
記
念
ｎ月ｎ日。国立能楽堂。〈清経恋ノ音取〉小早川修．〈巻
絹諸神楽〉浅見真州・〈望月〉浅見慈一ほか。
【源氏物語千年紀に関連する公演】
今
年
は
、
「
源
氏
物
語
」
の
存
在
が
文
献
に
記
さ
れ
て
千
年
と
い
う
年
に
当
た
り
、
文
学
界
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
で
「
源
氏
物
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語
』
ブ
ー
ム
と
も
い
え
る
盛
り
上
が
り
が
見
ら
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
「
源
氏
物
語
」
を
も
と
に
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
放
送
や
、
ゆ
か
り
の
地
を
め
ぐ
る
旅
行
ツ
ア
ー
、
博
物
館
や
美
術
館
の
展
覧
会
な
ど
、
全
国
で
源
氏
を
扱
っ
た
催
し
が
数
多
く
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
れ
は
能
楽
界
に
お
い
て
も
同
様
で
、
各
地
で
『
源
氏
物
語
』
を
素
材
と
し
た
能
が
盛
ん
に
上
演
さ
れ
た
。
単
に
能
を
上
演
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
源
氏
の
朗
読
を
伴
う
企
画
や
新
作
能
の
上
演
と
い
っ
た
工
夫
を
凝
ら
し
た
会
も
あったが、〈葵上〉や〈半蔀〉といったように上演される作品に
や
や
偏
り
が
見
ら
れ
た
感
も
あ
る
。
能
界
の
こ
の
よ
う
な
源
氏
熱
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
世
間
の
源
氏
ブ
ー
ム
と
い
う
現
象
を
う
ま
く
利
用
し
て
、
源
氏
に
興
味
は
あ
る
が
能
は
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
、
新たな観客層を発掘し、そして定着につなげることができた
か
、
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
源
氏
へ
の
新
し
い
視
点
を
提
案
す
る
よ
う
な
新
作
能
を
創
り
、
能
と
し
て
の
可
能
性
を
秘
め
た
廃
曲
を
発
見
す
る
絶
好
の
機
会
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
身
近
な
現
行
曲
に
お
い
て
も
、
源
氏
ゆ
か
り
の
能
の
中
に
あ
ら
た
な
魅
力
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
た
ブ
ー
ム
で
あ
れ
ば
、
こ
の
「
源
氏
物
語
』
千
年
紀
は
能
楽
界
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
の
あ
る
出
来
事
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
以
下
に
、
源
氏
物
語
千
年
紀
関
連
の
主
な
催
し
を
あ
げ
る
。
な
お
源
氏
関
連
の
新
作
は
次
項
に
列
記した。
国
立
能
楽
堂
で
は
、
開
場
二
十
五
周
年
記
念
特
別
企
画
の
一
環
と
し
て《源氏物語千年紀》と銘うち、如月皿曰く蝉〉野村萬斎・〈野
宮〉豊嶋三千春ほか、ｎ月羽日〈鬼ヶ宿〉茂山千一一一郎・〈夢浮
橋
〉
梅
若
六
郎
ら
と
い
っ
た
企
画
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
豊
田
市
能
楽
堂
に
お
い
て
も
、
開
館
十
周
年
記
念
公
演
と
し
て
４
月
Ⅲ
日
、
「
能
と
朗
読
・
語
り
に
よ
る
源
氏
物
語
の
世
界
～
原
典
と
能
と
～
」
が
開
催
さ
れ
「葵巻」の朗読解説と〈葵上〉の演能があった。また横浜能楽
堂
で
も
企
画
公
演
「
源
氏
物
語
～
そ
れ
ぞ
れ
の
恋
心
」
と
題
し
、
演
能
の
前
に
「
源
氏
物
語
」
の
解
説
と
謡
曲
の
朗
読
を
付
け
た
公
演
が
五
回
に
渡
っ
て
催
さ
れ
た
。
さ
ら
に
は
大
槻
能
楽
自
主
公
演
の
よ
う
に
、
年
間
の
上
演
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
『
源
氏
物
語
」
に
統
一
し
、
３
月
〈
源
氏供養〉・４月〈夕顔ｘ玉鬘〉・５月〈融〉．ｎ月〈夢浮橋〉と
『
源
氏
物
語
』
に
関
連
す
る
能
を
連
続
し
て
上
演
す
る
企
画
も
あ
っ
た
。
【復曲・新作など】
例年のごとく、新作や創作の上演、または異分野芸術とコ
ラ
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
公
演
も
数
多
い
。
前
述
し
た
源
氏
物
語
千
年
紀
に
関
連
し
た
『
源
氏
物
語
」
ゆ
か
り
の
新
作
能
が
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れる。主な公演のみを挙げた。
◎新作能〈麦溜〉
２
月
３
日
。
国
立
能
楽
堂
。
神
遊
公
演
。
神
遊
に
よ
る
原
作
・
節
付
・
型
付
・
作
調
。
中
村
健
史
校
閲
・
補
綴
。
出
演
は
、
観
世
喜
正
・
森
常
好
・
一
増
隆
之
・
観
世
新
九
郎
・
柿
原
弘
和
・
観
世
元
伯
ほ
か
。
シ
ン
グ
ル
モ
ル
ト
ウ
イ
ス
キ
ー
の
麦
溜
の
神
（
シ
テ
）
が
登
場
す
る
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
舞
台
と
し
た
能
。
◎新作能〈庭上梅〉
２
月
ｎ
日
。
国
立
能
楽
堂
。
新
島
裏
生
誕
百
六
十
五
周
年
記
念
。
井
上
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裕
久
作
。
同
志
社
大
学
の
創
立
者
新
島
裏
を
讃
え
た
新
作
能
。
同
志
社
創
立
百
三
十
周
年
・
同
志
社
大
学
観
世
会
創
部
八
十
周
年
を
記
念
し
て
作られた。
◎源氏物語千年紀記念新作能〈紅葉賀〉
６
月
１
日
・
２
日
。
京
都
平
安
神
宮
。
第
閲
回
京
都
薪
能
。
帆
足
正
規
・
左
鴻
泰
弘
原
作
、
茂
山
千
之
丞
演
出
、
京
都
能
楽
会
制
作
。
出
演
、
金
剛
永
謹
・
片
山
清
司
・
片
山
伸
吾
・
網
谷
正
美
・
森
田
保
美
・
曽
和
尚
靖
・
河
村
大
・
前
川
光
範
ほ
か
。
光
源
氏
と
頭
中
将
が
藤
壷
の
御
前
で
舞
を
舞
う
。
観
世
と
金
剛
の
異
流
共
演
。
当
日
の
そ
の
ほ
か
の
演
目
も、〈浮舟〉など「源氏物語』を素材にした曲であった。
◎新作狂言〈おばんと光君〉
６
月
２
日
。
京
都
平
安
神
宮
。
第
開
回
京
都
薪
能
。
茂
山
千
之
丞
作
・
演
出
。
出
演
、
茂
山
逸
平
・
茂
山
正
邦
・
茂
山
千
三
郎
ほ
か
。
◎創作能〈仲麻呂〉
６
月
ｎ
日
。
セ
ル
リ
ア
ン
タ
ワ
ー
能
楽
堂
。
セ
ル
リ
ア
ン
タ
ワ
ー
能
楽
堂
特
別
公
演
。
林
望
台
本
・
演
出
、
津
村
禮
次
郎
付
曲
・
構
成
、
森
田
拾
史
郎
芸
術
監
督
。
出
演
、
津
村
禮
次
郎
・
安
田
登
・
遠
藤
博
義
・
中
谷
明
・
坂
田
正
博
・
高
野
彰
・
中
国
打
楽
器
孟
暁
亮
・
声
明
新
井
弘
順
。
遣
唐
使
と
し
て
唐
に
渡
っ
た
安
倍
仲
麻
呂
を
シ
テ
と
し
、
中
国
打
楽
器
の
演
奏
や
声
明
を
盛
り
込
ん
だ
創
作
能
。
◎新作能〈兼続〉
７
月
Ⅲ
日
。
新
潟
県
長
岡
市
長
岡
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
。
長
岡
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
能
。
高
井
松
男
脚
本
・
演
出
、
飯
田
清
一
作
調
、
観
世
喜
正
型
付
・
節
付
。
出
演
、
観
世
喜
正
・
遠
藤
和
久
・
高
井
松
男
・
山
本
則
重
・
松
田
弘
之
・
飯
田
清
一
・
柿
原
光
博
・
小
寺
真
佐
人
ほ
か
９
本
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公
で
、
長
岡
ゆ
か
り
の
武
将
直
江
兼
続
を
シ
テ
と
し
た
修
羅
能
。
「
観
世
』
、
月
号
に
紹
介
記
事
、
『
能
楽
タ
イ
ムズ』７月号に作者高井松男氏と中村雅之氏の対談がある。
◎新作能〈河勝〉
８
月
〃
日
。
大
阪
城
西
の
丸
庭
園
。
大
阪
城
薪
能
。
梅
原
猛
作
、
大
槻
文
蔵
作
曲
・
演
出
。
出
演
は
梅
若
六
郎
・
大
槻
文
蔵
・
赤
松
裕
一
・
福
王
和
幸
・
茂
山
千
之
丞
・
茂
山
七
五
三
・
藤
田
六
郎
兵
衛
・
大
倉
源
次
郎
・
山
本
哲
也
・
三
島
元
太
郎
ほ
か
。
◎新作能〈赦〉
、
月
別
日
。
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
、
国
立
オ
デ
オ
ン
劇
場
。
日
仏
交
流
一
五
○
周
年
と
源
氏
物
語
千
年
紀
を
記
念
し
た
「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｉ
～
伝
統
芸
能
で
綴
る
新
作
「
六
条
御
息
所
」
」
。
六
条
御
息
所
を
題
材
に
し
た
、
箏
曲
・
長
唄
・
能
の
三
部
構
成
の
公
演
。
出
演
は
梅
若
六
郎
ほ
か
。
◎復曲能〈干引〉復曲狂一一一一口〈茄子〉
ｎ
月
別
日
。
鳥
取
市
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
。
鳥
取
池
田
家
復
曲
能
。
〈干引〉は片山慶次郎・西野春雄監修、味方健構成・演出。出
演
、
片
山
伸
吾
・
浦
田
保
親
・
味
方
健
・
村
山
弘
・
野
村
小
三
郎
・
竹
市学・吉阪一郎・河村総一郎・上田慎也ほか。〈茄子〉は永井
猛
資
料
提
供
。
出
演
、
野
村
小
三
郎
・
松
田
高
義
・
奥
津
健
太
郎
。
両
曲
と
も
に
江
戸
時
代
、
鳥
取
藩
で
上
演
さ
れ
た
記
録
の
残
る
作
品
で
あ
る。◎新作能〈花供養〉
ｎ
月
別
日
。
宝
生
能
楽
堂
。
白
洲
正
子
没
後
十
年
追
悼
能
公
演
。
多
田
０ 
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富
雄
作
、
梅
若
六
郎
節
付
・
作
舞
、
笠
井
賢
一
演
出
、
川
瀬
敏
郎
献
花
。
出
演
、
梅
若
六
郎
・
宝
生
欣
哉
・
真
野
響
子
・
松
田
弘
之
・
大
倉
源
次
郎
・
亀
井
広
忠
・
助
川
治
ほ
か
。
白
洲
正
子
を
シ
テ
と
し
た
能
。
【海外との交流・海外公演など】
◎
能
楽
協
会
南
米
狂
言
公
演
２
月
別
日
～
３
月
８
日
。
日
伯
交
流
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
百
周
年
、
ウ
ル
グ
ア
イ
移
住
百
周
年
、
日
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
外
交
関
係
樹
立
七
十
周
年
な
ど
を
記
念
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
マ
ナ
ウ
ス
、
ウ
ル
グ
ア
イ
の
モ
ン
テ
ビ
デオ、ベネズエラのカラカスで〈盆山・棒縛〉の公演。出演は、
団
長
善
竹
十
郎
・
善
竹
忠
重
・
善
竹
大
二
郎
・
牟
田
素
之
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行
わ
れ
た
。
◎
黒
川
能
下
座
フ
ラ
ン
ス
、
パ
リ
公
演
３
月
ｎ
日
～
Ⅲ
日
。
フ
ラ
ン
ス
文
化
通
信
省
世
界
文
化
会
館
の
招
聰
に
よる「田の⑪弓＆』の曰ご緒旨目の（想像の芸術祭）」に参加。
◎
宝
生
流
能
楽
団
ブ
ラ
ジ
ル
公
演
６
月
幻
日
～
７
月
４
日
。
日
本
移
民
百
周
年
記
念
事
業
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
文
化
協
会
の
招
聰
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
・
ベ
ロ
オ
リ
ゾ
ン
テ
・
イ
パ
チ
ン
ガ
・
サ
ル
バ
ド
ー
ル
・
ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
公
演
。
〈
羽
衣・高砂〉と〈臭山伏・棒縛〉の上演で、出演は佐野萌・衣斐
正
宜
・
藤
井
雅
之
ほ
か
。
◎
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
狂
言
公
演
９
月
３
日
～
７
日
。
日
本
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
交
樹
立
五
十
周
年
を
記
念
し
た
日
本
伝
統
文
化
振
興
財
団
の
主
催
し
た
公
演
。
出
演
は
山
本
則
俊・山本則孝・遠藤博義ほか。〈節分・呼声〉などがウブド
王
宮
野
外
舞
台
で
上
演
さ
れ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
立
芸
術
大
学
デ
ン
パ
サ
ー
ル
校
な
ど
で
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
お
こ
な
わ
れ
た
。
【講座・展覧会など】
◎
東
京
文
化
財
研
究
所
所
蔵
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
公
開
鑑
賞
会
３
月
肥
日
。
東
京
文
化
財
研
究
所
無
形
文
化
遺
産
部
主
催
。
高
桑
い
づ
み
司
会
・
解
説
。
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
録
音
さ
れ
た
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
を
、
最
新
技
術
に
よ
っ
て
補
正
、
再
生
。
十
六
世
宝
生
九
郎
知
栄の〈胡蝶〉、観世清廉の〈松風〉や松本長、初世梅若万三郎ら
の謡がよみがえった。
◎
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
「
現
代
能
・
狂
言
面
作
家
展
」
４
月
１
日
～
ｎ
日
。
現
代
を
代
表
す
る
能
面
作
家
二
十
三
名
の
作
品
約
百
点
と
、
舞
台
写
真
を
展
示
す
る
。
砠
日
に
は
関
連
演
劇
講
座
が
催
さ
れ
、
講
師
は
野
村
四
郎
・
本
田
光
洋
・
岩
崎
久
人
・
伊
藤
通
彦
・
高
津
紘
一
、
司
会
は
小
林
保
治
。
。
「
国
立
能
楽
堂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
～
能
の
雅
（
エ
レ
ガ
ン
ス
）
、
狂
言
の妙（エスプリと
国
立
能
楽
堂
開
場
二
十
五
周
年
を
記
念
し
て
、
所
蔵
の
能
狂
言
面
・
装
束
・
謡
本
・
絵
画
資
料
等
を
展
示
す
る
。
本
展
覧
会
は
以
下
の
通
り
に
全
国
を
巡
回
し
た
。
国
立
能
楽
堂
で
は
常
設
展
、
企
画
展
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
を
お
こ
な
っ
て
き
た
が
、
地
方
で
の
所
蔵
展
は
開
館
以
来
、
は
じ
め
て
の
試
み
で
あ
る
。
現
在
、
地
方
で
も
能
楽
の
公
演
は
め
ず
ら
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
展
覧
会
の
形
で
能
楽
に
関
わ
る
美
術
品
な
ど
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を
身
近
に
鑑
賞
す
る
場
は
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
方
へ
の
巡
業
展
示
の
試
み
は
、
国
立
な
ら
で
は
の
記
念
に
ふ
さ
わ
し
い
企
画
で
あ
るといえよう。①４月四日～５月妬日。島根県立石見美術館。
②７月別日～９月２日。ＭＯＡ美術館。③９月３日～、月ｎ
日
。
国
立
能
楽
堂
資
料
展
示
室
。
④
如
月
妬
日
～
１
月
刈
日
。
奈
良
県
立
美
術
館
。
⑤
平
成
ｎ
年
１
月
皿
日
～
３
月
１
日
。
新
潟
県
立
近
代
美
術
館
・
平
成
ｎ
年
２
月
別
日
～
３
月
別
日
。
国
立
能
楽
堂
資
料
展
示
室
。
◎
第
七
回
能
楽
学
会
大
会
「
江
戸
時
代
と
能
楽
」
５
月
咀
日
・
四
日
。
早
稲
田
大
学
大
隈
小
講
堂
。
初
日
は
講
演
「
近
世
芸能につどう人びとｌ歌舞伎・浄瑠璃の興行の諸相から」神
田
由
築
、
関
連
発
表
「
近
世
の
人
び
と
と
能
楽
」
表
き
よ
し
、
講
演
「近世金沢における芝居と能の興行について」長山直治、関
連発表「江戸藩邸御成記録と能番組’三代利常治藩期を中心
にｌ」西村聡、全体討議。二日目は研究発表。
◎武蔵野大学能楽資料センター公開講座「能と源氏物語」
①
６
月
Ｅ
日
「
平
安
朝
と
中
世
の
美
意
識
」
松
村
武
夫
②
７
月
Ⅳ
日
明「女君たちの恋の思い出」山中玲子③９月妬日「歌から見た
卿源氏物語と能」水原紫苑④皿月利日「謡い舞う源氏の世界」
平
浅
見
真
州
・
羽
田
昶
く望◎第十一一一回法政大学能楽セミナー「時代を拓いた能や狂一一一一口の
搬本たち」
能①ｎ月ｕ日「もうひとつの謡本ｌ丸岡桂の謡本改訂ｌ」味方
幻健②汕月ｎ日「世子六十以後申楽談儀ｌ吉田東伍の世阿弥発
１
 
見
ｌ
」
表
章
③
皿
月
迦
日
「
謡
曲
大
観
ｌ
佐
成
謙
太
郎
の
謡
曲
研
究
ｌ
」
小
林
健
二
④
ｎ
月
肥
日
「
能
研
究
と
発
見
ｌ
野
上
豊
一
郎
の
独
創
性
ｌ
」
西
野
春
雄
⑤
「
天
正
狂
言
本
ｌ
狂
言
研
究
の
新
展
開
Ｉ
」
田
口
和
夫
。
世
阿
弥
伝
書
発
見
か
ら
百
年
を
ふ
ま
え
た
講
座
。
。
「
住
友
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ー
能
面
・
能
装
束
・
能
楽
楽
器
」
国
立
能
楽
堂、
月
Ⅳ
日
～
翌
年
１
月
陥
日
。
国
立
能
楽
堂
開
場
二
十
五
周
年
を
記
念
し
た
特
別
展
示
。
十
五
代
目
住
友
吉
左
衛
門
友
純
が
集
め
た
能
面
百
十
一面、狂一一一一口面一一十一一一面から優れた作品を、三期に分けて展覧
する。
◎
三
井
記
念
美
術
館
「
寿
ぎ
と
幽
玄
の
美
国
宝
雪
松
図
と
能
面
」
ｎ
月
、
日
～
翌
年
１
月
型
日
。
同
館
の
所
蔵
す
る
旧
金
剛
宗
家
伝
来
能
面
五
十
四
面
が
、
重
要
文
化
財
の
指
定
を
う
け
た
こ
と
を
記
念
し
た
展
覧会。
◎
東
京
文
化
財
研
究
所
公
開
学
術
講
座
「
音
声
資
料
か
ら
た
ど
る
能
の
変遷」
Ｅ
月
咄
日
。
国
立
能
楽
堂
大
講
義
室
。
東
京
文
化
財
研
究
所
無
形
文
化
遺
産
部
主
催
。
講
演
「
日
本
の
音
声
資
料
と
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
の
五
十
年
」
飯
島
満
、
講
演
「
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
名
人
た
ち
」
高
桑
い
づ
み
。
文
化
財
保
護
委
員
会
が
作
成
し
た
、
幸
祥
光
や
川
崎
九
淵
ら
の
演
奏
や
喜
多
六
平
太
ら
の
謡
を
録
音
し
た
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
に
も
と
づ
く
講
座。
襲
名
・
改
名
な
ど
シ
テ
方
宝
生
流
宝
生
和
英
氏
は
、
宗
家
宝
生
英
照
氏
の
家
元
職
遂
行
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困
難
に
よ
り
、
流
儀
職
分
の
賛
同
を
得
て
４
月
１
日
を
も
っ
て
宗
家
を
継
承
し
た
。
宗
家
披
露
能
が
如
月
７
日
、
宝
生
能
楽
堂
で
行
わ
れ
た
。
シ
テ
方
観
世
流
梅
若
六
郎
氏
は
ｎ
月
８
日
の
公
演
よ
り
、
芸
名
を
ｎ
年
間
の
予
定
で
玄
祥
に
改
名
し
た
。
栄
誉
・
受
賞
◎重要無形文化財保持者各個認定（人間国宝）
シ
テ
方
喜
多
流
友
枝
昭
世
友
枝
氏
は
、
昭
和
通
年
３
月
刈
日
、
友
枝
喜
久
夫
の
長
男
に
生
ま
れ
、
父および喜多実に師事。昭和皿年〈鞍馬天狗〉で初舞台、昭和
妬年に〈西王母〉で初シテを勤める。昭和皿年、芸術選奨文部
大
臣
新
人
賞
、
平
成
６
年
に
芸
術
選
奨
文
部
大
臣
賞
・
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞
、
平
成
ｕ
年
日
本
芸
術
院
賞
を
受
賞
。
平
成
ｎ
年
に
は
紫
綬
褒
章
を
受
章
。
◎
文
化
功
労
者
狂
言
方
和
泉
流
野
村
萬
野
村
氏
は
、
昭
和
５
年
１
月
ｎ
日
、
六
世
野
村
万
蔵
の
長
男
に
生
ま
れ
、
昭和９年〈靱猿〉で初舞台。昭和妬年に万之丞、平成５年に万
蔵
を
襲
名
、
平
成
ｎ
年
よ
り
萬
を
名
乗
る
。
昭
和
他
年
、
日
本
芸
術
院
賞
受
賞
。
平
成
６
年
に
紫
綬
褒
章
受
章
、
翌
年
に
は
重
要
無
形
文
化
財
保持者（各個認定）。平成田年、日本芸術院会員。
◎
日
本
芸
術
院
賞
恩
賜
賞
（
平
成
四
年
度
）
笛
方
一
噌
流
一
噌
仙
幸
受
賞
理
由
「
能
の
中
で
も
最
も
重
要
な
位
置
に
あ
る
三
番
目
物
の
笛
に
技
量
を
発
揮
し
、
世
阿
弥
の
説
く
幽
玄
の
最
上
の
芸
位
を
示
す
三
老
女
の
上
演
に
お
い
て
、
典
麗
優
雅
に
し
て
品
格
あ
る
演
奏
を
披
露
し
た
こ
と
は
誠
に
貴
重
な
こ
と
で
あ
り
、
現
在
最
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
笛
方の逸材である。」
◎秋の褒章（ｎ月２日）
紫
綬
褒
章
シ
テ
方
喜
多
流
塩
津
哲
生
、
笛
方
一
噌
流
一
噌
仙
幸
◎
外
務
大
臣
表
彰
シ
テ
方
観
世
流
坂
井
音
重
◎
第
別
回
京
都
府
文
化
賞
特
別
功
労
賞
小
鼓
方
幸
流
曽
和
博
朗
◎
第
別
回
京
都
府
文
化
賞
奨
励
賞
シ
テ
方
観
世
流
片
山
伸
吾
◎
長
谷
川
伸
賞
狂
言
方
和
泉
流
野
村
万
作
◎
角
川
源
義
賞
文
化
研
究
部
門
一世阿弥の中世」
神
戸
女
子
大
学
教
授
大
谷
節
子
◎
第
釦
回
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞
（
別
記
彙
報
を
参
照
）
シ
テ
方
観
世
流
浅
井
文
義
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
教
授
ト
ー
マ
ス
・
ヘ
ア
◎
第
四
回
催
花
賞
（別記彙報を参照）
大
鼓
方
石
井
流
河
村
総
一
郎
日
本
能
楽
会
・
能
楽
協
会
関
係
◎
日
本
能
楽
会
【役員構成】
〈会長》野村四郎
〈
常
務
理
事
〉
観
世
清
和
・
金
春
安
明
・
高
橋
章
・
金
剛
永
謹
・
宝
生
閑
・
柿
原
崇
志
・
山
本
東
次
郎
・
野
村
万
作
〈理事〉浅見真州・梅若吉之丞・梅若六郎・亀井保雄・豊嶋三
千
春
・
喜
多
六
平
太
・
粟
谷
能
夫
・
高
安
勝
久
・
杉
市
和
・
観
世
新
九
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郎
・
山
本
孝
・
金
春
惣
右
衛
門
・
茂
山
千
五
郎
〈監事〉高橋汎・佐野萌
［会員数】（平成ｎ年度）総数Ⅲ名
シ
テ
観
世
川
金
春
Ⅳ
宝
生
祀
金
剛
Ⅲ
喜
多
路
小
計
川
ワ
キ
高
安
４
福
王
６
宝
生
９
小
計
岨
笛
一
噌
７
森
田
Ⅲ
藤
田
２
小
計
別
小
鼓
幸
、
幸
清
８
大
倉
８
観
世
２
小
計
別
大
鼓
葛
野
７
高
安
８
石
井
６
大
倉
８
観
世
１
小
計
別
太
鼓
観
世
７
金
春
、
小
計
肥
狂
言
大
蔵
町
和
泉
船
小
計
“
◎能楽協会（「会員名簿』平成加年版三○○八）より）
【役員構成】
〈理事長〉野村萬
〈常務理事〉武田志房・本田光洋・香川靖嗣・安福建雄・福王
茂
十
郎
〈理事〉浅井文義・石黒孝・上田貴弘・大江又三郎・大倉源次
郎
・
観
世
元
伯
・
関
根
祥
人
・
高
安
勝
久
・
武
田
宗
和
・
辰
巳
満
次
郎
・
前
田
晴
啓
・
松
野
恭
憲
・
山
本
則
俊
・
吉
野
晴
夫
〈幹事〉秋元実・大塚和成・中田ちず子
【会員数】Ｍ名
シ
テ
観
世
印
金
春
Ⅲ
宝
生
畑
金
剛
別
喜
多
妬
小
計
川
ワ
キ
高
安
田
福
王
Ⅲ
宝
生
別
小
計
詔
笛
一
噌
旧
森
田
妬
藤
田
４
小
計
筋
小
鼓
幸
刈
幸
清
、
大
倉
旧
観
世
６
小
計
似
大
鼓
葛
野
、
高
安
Ⅲ
石
井
皿
大
倉
、
観
世
１
小
計
〃
太
鼓
観
世
Ⅳ
金
春
別
小
計
咄
狂
言
大
蔵
朗
和
泉
弱
小
計
Ⅲ
支
部
別
東
京
朏
名
・
名
古
屋
Ⅲ
名
・
北
陸
別
名
・
京
都
皿
名
・
大
阪
棚
名
・
神
戸
別
名
・
九
州
Ⅲ
名
・
本
部
扱
岨
名
物
故
者
●
中
森
晶
三
氏
シ
テ
方
観
世
流
。
２
月
８
日
、
敗
血
症
の
た
め
逝
去
。
享
年
刃
。
昭
和３年（一九二八）３月６日生。昭和ｎ年、二世観世喜之に師
事、朋年に独立。以後、Ⅲ年〈道成寺〉、別年〈卒都婆小町〉、
〈鶏鵡小町〉などを勤める。鎌倉能の会を主宰し、鎌倉薪能創
設
に
も
尽
力
。
仙
年
に
は
、
制
作
主
演
の
映
画
「
能
』
に
よ
り
文
化
庁
芸
術
祭
奨
励
賞
受
賞
。
「
能
の
す
す
め
』
「
能
の
見
ど
こ
ろ
」
な
ど
の
著
書がある。
●
観
世
弘
子
氏
故
観
世
寿
夫
の
夫
人
、
女
優
（
芸
名
関
弘
子
）
。
５
月
ｎ
日
、
肺
炎
の
た
め
逝
去
。
享
年
門
。
昭
和
４
年
二
九
二
九
）
７
月
別
日
生
。
俳
優
座
養
成
所
の
第
一
期
生
で
、
青
年
座
に
参
加
す
る
。
昭
和
妬
年
に
冥
の
会
を
観
世
寿
夫
ら
と
立
ち
上
げ
、
ギ
リ
シ
ャ
劇
「
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
王
」
「
ア
ガ
メ
ム
ノ
ー
ン
」
「
天
守
物
語
」
な
ど
に
出
演
し
た
。
茄
年
に
紀
伊
国
屋
演
劇
賞
を
近
松
門
左
衛
門
の
語
り
シ
リ
ー
ズ
「
大
経
師
昔
暦
」
で
受
賞
。
「
源
氏
物
語
」
を
朗
読
し
た
Ｃ
Ｄ
で
も
知
ら
れ
る
。
●
河
村
隆
司
氏
Hosei University Repository
130 
シ
テ
方
観
世
流
。
５
月
別
日
、
逝
去
。
享
年
別
。
昭
和
３
年
二
九
二
八
）
１
月
過
日
、
河
村
北
星
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
十
二
世
林
喜右衛門に師事、４歳で初舞台。昭和別年〈道成寺〉、帥年
〈三輪・白式神神楽〉、佃年〈卒都婆小町〉などを披く。平成Ⅳ
年三○○五）、観世寿夫記念法政大学能楽賞受賞。河村定期
研能会を主宰し、後進の育成にも尽力する。能楽資料の収集
に
も
熱
心
で
、
収
集
資
料
は
平
成
咀
年
に
「
河
村
隆
司
文
庫
」
と
し
て
当研究所に寄贈された。
●
藤
田
大
五
郎
氏
笛
方
一
噌
流
。
、
月
咀
日
、
老
衰
の
た
め
逝
去
。
享
年
肥
。
大
正
４
年
二
九
一
五
）
ｎ
月
別
日
、
八
世
藤
田
多
賀
蔵
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
は
じ
め
は
父
よ
り
稽
古
を
受
け
、
大
正
囮
年
に
十
二
世
一
噌
又
六郎に師事し、昭和４年二九二九）に松本長の〈羽衣〉で初舞
台
。
十
代
か
ら
多
く
の
名
人
の
相
手
を
勤
め
、
大
曲
秘
曲
を
披
い
て
い
く。訓年、芸術祭奨励賞受賞。仏年に〈松風〉で幸祥光、安福
春雄とともに芸術祭優秀賞受賞。翌年には〈鷺〉で芸術祭大賞
受
賞
。
妬
年
に
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
に
各
個
認
定
さ
れ
る
（
人
間
国
宝
）
。
Ⅲ
年
、
紫
綬
褒
章
受
章
。
ｕ
年
に
日
本
芸
術
院
会
員
に
選
出
さ
れ
、
勲
三
等
瑞
宝
章
受
章
。
平
成
Ⅳ
年
三
○
○
五
）
に
は
文
化
功
労
者
と
な
る
。
能
楽
会
理
事
、
東
京
芸
術
大
学
講
師
等
を
務
め
る
。
畷
子
方
の
重
鎮
と
し
て
後
継
者
育
成
に
も
尽
力
し
た
。
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